
　　　　

2026 年 2 月 1 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
法人理念：意識が笑顔に向いた仕事創り
事業所理念：笑顔への懸け橋
～行動指針～　個性と笑顔あふれる調和のとれた統一した支援を目指します。一人ひとりのしあわせを願いすこやかな成長のお手伝いをします。

事業所名
発達相談支援センターココペリ
放課後等デイサービス

作成日支援プログラム（参考様式）

・感覚遊びや制作活動を通して色・形・重さ等の感覚を養い、視覚・聴覚・触覚などの感覚を使い認知機能の発達を促します。
・行事やイベントを通して四季を感じる制作活動や戸外活動を行います。
・物の機能や属性・形・色・音の変化する様子がどの程度理解出来るか確認し、アプローチすることで赤信号など日常生活における危険な場所を把握することができます。
・時間と行動内容の掲示、事前の声掛けにより、時間と行動への意識付けを図ることで見通しがもて、１日の流れを把握し行動に繋げます。
・戸外活動を通して、ルール理解を学びます。

・通所や活動を通し、他者とのやりとりの機会を作り職員が間に入り援助・支援を行います。
・言葉以外のコミュニケーション（ジェスチャーやサイン・手話また絵カード等）手段の獲得を支援します。
・通所や活動を通して、たくさんの言葉に触れ、自分の思いが伝わる体験を増やしていきます。
・朝の会・帰りの会で発表することで言語表出・受容の機会を設けていきます。

・職員やお友達と一緒に活動に参加する、また一緒に遊ぶ体験を通して、他者との関わりの経験を積み一緒に出来て楽しかった体験を重ねます。
・見通しをたてることで、自分の気持ちに折り合いをつける経験を重ねられるよう支援します。
・小集団活動や戸外活動を通して、社会性を学びます。
・他者との適切な距離感の把握が出来る様に、声掛けを行い、他者との良好な関係性を築けるように支援します。
・活動や遊び等を通して支援する職員がお手本となり、動きを模倣することにより社会性や対人関係の芽生えを促します。
・他者交流の体験を積むことが出来る様に支援します。

支援方針 様々な体験を通し、子ども達の「できた」の気持ちを大切に、喜びや達成感を感じてもらい自信に繋げられるよう支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・マルシェ・水遊び・プール・親子運動会・土曜日、長期休暇中の戸外活動、誕生日会等
・季節ごとの行事（初詣・節分・ひな祭り・クリスマス会・餅つき）
・避難訓練　・消防訓練

（別添資料１）

家族支援

・連絡帳アプリ（連絡帳）や送迎時の会話など随時提供するとともに、必要に応
じて事業所内相談や参観する場を設け、不安や困りごとへ相談援助を行います。

移行支援

学校や関係機関と情報共有などの連携を図り、包括的に支援を行います。
法人内事業所との定期的な連携会議を実施し、子どもの支援状況や課題に
ついて情報共有を行い、適切な移行を進めます。

地域支援・地域連携

・ココペリマルシェの開催

職員の質の向上

事業所内研修・外部研修(社会福祉協議会)・委員会設置
外部講師による研修

支　援　内　容

・利用時に体温測定を行い健康状態を観察、体調面・情緒面の変化を職員間で把握し情報共有しながら支援を行います。
・来所時の流れを通し身の回りのことを個々に合わせて実施し、習慣化できるように支援します。
・衣服の着脱は来所時や水遊び等の活動前に重点的に取り組み、協力動作含め少しでも自身で出来ることを促していきます。
・身だしなみの整え方・食事・歯磨きや排泄など、日常生活に必要な動作の確認及び支援の実施を行います。

・遊びや活動を通して、様々な感覚に刺激を与え感覚を養っていきます。
・日常生活における基本的生活動作、また姿勢保持など、専門職員が運動機能の観察を行い、必要に応じて個別支援を行います。
・運動活動や活動を通して「できた」の喜びを感じ、成功体験を積み重ねていきます。
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